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の概要○○○ 

 
地域貢献への 

反映を踏まえ 

て記述のこと 

 

◆家電機器使用時の電気回路モデルの推定方法に関する研究 

 省エネルギーの進展に伴って、電力変換装置を用いた家電機器が増加してきている。こ

れらの機器は内部回路のインピーダンス特性が非線形になることから、高調波電流を生じ

る。この発生状況を把握し、地域の電力系統や他の機器への影響をあらかじめ調査し、電

気利用の環境を良好にするための対策を検討するには、家電機器使用時の電気的特性をシ

ミュレーションできる解析モデル 

を整備することが重要になる。 

ところが、家電機器の内部回路や 

機器定数は一般には公開されてお 

らず、解析モデルの構築は困難な 

状況にある。 

そこで本研究では、家電機器の 

一例としてノートパソコンを対象 

とし、まず100Ｖ系統で使用して 

いる状態の電圧・電流波形を測定 

した。結果を図１に示す。図１か 

ら、電流波形は正弦波とは大きく 

異なっており、電圧波形と比較す    図１ ノートパソコン使用時の電圧・電流波形 

ると、波形が顕著に生じている 次頁に続く 
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位相は電圧波形の０点立ち上がり 

時点を０度として、67～110度で 

あった。また、電流波形について、 

電圧１周期に相当する0～0.0166秒 

の間の形を周期的に繰り返す波形 

とみることができる。このとき、 

電圧と電流の位相差がないと見立 

てることができ、抵抗値の変化と 

しての電気回路モデルを検討した。 

電圧，電流波形から、抵抗値を求め、 

電圧に対する抵抗値の変化として図２ 

に表した。この結果を電流波形と比較 

すると、電圧 V が130～139.4 (V)の      図２ 電圧に対する抵抗値の変化 

範囲における抵抗値の変化を関数化で 

きることが電流波形の再現には有効であると考え、抵抗値 R (Ω)を V の関数として、 

次の(1)式を得た。 

 

(1)式と電圧波形の正負との関連を調整する係数 m, n を用いて、(2)式から電流波形のシ

ミュレーションを行い、その結果を測定結果と図３で比較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図３ 電流のシミュレーション結果と測定結果との比較 

 

両者の結果を比較し、ほぼ一致する結果が得られたことから、本研究において、家電機

器の電流特性を再現しうる電気回路モデルの推定方法を得ることができたと考えられる。 
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